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駅
」
に
は
、
重
点
「
道
の
駅
」

が
２
駅
、
重
点
「
道
の
駅
」
候

補
が
１
駅
含
ま
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
は
新
た

に
19
駅
の
道
の
駅
を
登
録
し

た
。今

回
の
登
録
さ
れ
た
「
道
の

国
土
交
通
省
道
路
局
と
高
速

道
路
各
社
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
の
高
速
道
路
・
国

道
の
交
通
状
況
の
速
報
値
を
発

表
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

の
交
通
量
は
、
昨
年
と
比
べ
て

休
日
日
数
が
１
日
多
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
昨
年
と
比
べ
約
１

％
増
加
し
た
。

㎞
以
上
の
渋

滞
回
数
は
、
３
２
８
回
で
、
昨

年
と
比
べ

回
増
加
し
た
。

箇
所
を
抽
出
特
定
す
る
分
析
手
法
を
推
進

す
る
と
と
も
に
高
齢
者
の
歩
行
中
の
死
傷

事
故
件
数
の
う
ち
、
道
路
横
断
中
の
事
故

が
全
体
の
６
割
を
占
め
る
こ
と
か
ら
幹
線

道
路
に
お
け
る
安
全
性
を
よ
り
一
層
高
め

る
た
め
、
例
え
ば
片
方
だ
け
の
確
認
で
済

む
等
、
高
齢
者
の
身
体
的
特
性
に
対
応
し

た
二
段
階
横
断
歩
道
の
構
造
の
導
入
な
ど

の
措
置
や
路
肩
活
用
等
に
よ
る
道
路
空
間

再
配
分
を
推
進
し
自
転
車
通
行
空
間
の
整

備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分

科
会
に
お
い
て
「
機
能
分
化
に
よ
る
暮
ら

し
の
道
の
再
生
～
交
通
安
全
～
」
と
し
て

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
交
通
事
故
死
者
の

割
合
が
多
い
高
齢
者
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

不
幸
な
交
通
事
故
死
者
数
を
今
後
ま
す
ま

す
減
ず
る
た
め
、
効
果
的
で
即
効
性
の
あ

る
提
言
を
期
待
し
た
い
。

「
交
差
点
狭
さ
く
」
及
び
「
ラ
イ
ジ
ン
グ

ボ
ラ
ー
ド
」
の
設
置
等
、
速
度
低
減
策
と

し
て
「
ハ
ン
プ
」
や
「
狭
さ
く
」
及
び

「
シ
ケ
イ
ン
」
の
設
置
等
、
さ
ら
に
歩
行

者
・
自
転
車
の
幅
員
を
優
先
し
て
確
保
し

自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
や
カ
ラ
ー
舗
装
の

敷
設
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
活
用
し
、
新

仕
様
に
沿
っ
た
計
画

立
案
・
評
価
・
見
え

る
化
を
推
進
し
速
度

抑
制
策
や
速
度
低
減

策
を
実
施
し
、
加
え

て
交
通
安
全
対
策
に

従
事
す
る
職
員
数
の
不
足
す
る
市
町
村
へ

の
国
等
の
支
援
・
連
携
や
住
民
・
利
用
者

等
が
参
画
可
能
な
法
定
協
議
会
を
活
用
し

て
い
く
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
く
。
加

え
て
幹
線
道
路
等
へ
の
交
通
転
換
の
た
め

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
潜
在
的
な
危
険

交
通
転
換
を
促
す
と
と
も
に
①
「
生
活
道

路
の
新
仕
様
」
を
標
準
化
し
徹
底
的
な
対

策
を
推
進
、
②
国
等
が
地
元
市
町
村
と
連

携
し
計
画
立
案
等
実
施
可
能
な
仕
組
み
の

構
築
、
③
住
民
等
関
係
者
が
参
画
で
き
る

通
学
路
推
進
体
制
の
活
用
に
よ
る
「
生
活

道
路
の
新
仕
様
」
の
推
進
や
課
題
と
成
果

の
可
視
化
の
推
進
な
ど
の
構
築
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
歩
車
混
在
か
ら
歩
行
者

・
自
転
車
中
心
の
空
間
へ
転
換
す
べ
く
進

入
抑
制
策
と
し
て
「
ス
ム
ー
ス
歩
道
」
や

る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
交
通
事
故
死
者
数
を
状
態
別
に

見
て
み
る
と
歩
行
中
（
71
・
０
％
）
及
び

自
転
車
使
用
中
（
63
・
９
％
）
の
高
齢
者

の
割
合
が
他
の
年
齢
層
と
比
べ
大
幅
に
高

い
こ
と
か
ら
、
生
活
道
路
に
お
け
る
効
果

的
な
道
路
交
通
事
故

対
策
の
実
施
が
肝
要

で
あ
る
と
い
え
よ

う
。生

活
道
路
に
お
け

る
車
両
速
度
が
時
速

30
㎞
以
下
に
な
っ
た

場
合
、
時
速
30
㎞
以

上
の
致
死
率
の
約
４

分
の
１
に
減
少
す
る

と
い
う
国
土
交
通
省
の
試
算
か
ら
、
生
活

道
路
の
速
度
抑
制
を
図
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
同
時
に
車
両
速
度
の
抑
制

が
危
険
へ
の
認
知
度
が
上
昇
し
事
故
そ
の

も
の
の
抑
止
に
つ
な
が
る
事
は
言
う
ま
で

も
無
い
。
そ
の
た
め
、
幹
線
道
路
等
へ
の

我
が
国
の
道
路
交
通
事

故
の
発
生
状
況
は
、
交
通

事
故
件
数
、
交
通
事
故
死

者
数
と
も
に
昭
和
40
年
代

を
ピ
ー
ク
に
、
そ
れ
以
降
減
少
に
転
じ
、

件
数
・
事
故
死
者
数
は
昭
和
50
年
代
半
ば

か
ら
再
び
増
加
し
て
い
る
も
の
の
死
者
数

自
体
は
平
成
５
年
よ
り
減
少
を
続
け
、
平

成
26
年
は
４
，
１
１
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

死
傷
者
の
状
況
と
特
徴
を
見
て
み
る

と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
交
通

事
故
死
者
全
体
の
半
数
以
上
の
53
・
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
重
傷
者
も
34
・
９
％
と

高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
幹
線
道
路
の

整
備
が
進
展
し
、
自
動
車
交
通
を
よ
り
安

全
性
の
高
い
道
路
へ
転
換
し
、
交
通
事
故

を
削
減
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
今
後
と
も
道
路
管
理
者
が
関
係
機
関

や
住
民
等
と
協
力
し
て
交
通
事
故
対
策
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
議
論
を
挟
む

余
地
は
無
い
が
、
高
齢
者
の
死
亡
事
故
を

減
ら
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

平成年4月日(土)～5月6日(水):日間

※比較対象は前年の4月25日(金)～5月6日(火):12日間
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